
問教育総務課庶務係・内線2464、2465

タブレットPC等を用いて効果的に学習することで、

教育の質の向上と児童・生徒の情報活用能力の育

成を推進します。また、教育情報システム（学習系・

校務系）のネットワーク統合などの取組を通して、教

員の働き方改革や子どもたちの I C Tを活用した学

びに貢献できる安定したネットワーク環境を実

現します。

問学務課学校教育環境整備係・
内線2511 

教育支援課は「子ども未来センター」から、「立川市子育て支援・保健センター はぐくるりん」へ移転しました。

学校ICT環境の整備と
利活用の推進

第二小学校を高松児童館、曙学童保育所と複合

化し、子どもたちが主役となる拠点として整備します。

令和11年１月に供用開始ができるように、新校舎の基

本設計や仮設校舎への移転の準備等を進めます。地

域住民の集会・交流機能を持つ地域交流室も整備

する予定です。

問公共施設マネジメント課・内線2474
子ども育成課・内線1310
教育総務課・内線2469

令和８年４月に、小学校では３校目、中学校では

初めてとなる、「自閉症・情緒障害特別支援学級」を

第六小学校と第四中学校に開設し、子どもたち一人ひ

とりの特性に合う指導を行います。また、就学相談で

は、専門知識を有する就学相談員が、子どもたちの

能力、可能性を最も伸ばせる教育環境、必要な

支援の内容を保護者と一緒に考えます。

問教育支援課・内線4031

特別支援教育の推進第二小学校／高松児童館／
曙学童保育所複合施設の整備

『たっち』は、みんなの心や輝きへの「タッチ」を通して、「たちかわ」の地域・家庭・学校が手をつないで、生涯を通じた学びを推進したいという思いを込めて付けた名前です。
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立川市ホームページ
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●今号の主な内容
2面	� 令和７年度教育に関する主要な事業
3面	� 就学時健康診断の通知書発送は、10

月上旬を予定しています／学校閉庁
日のお知らせ／教育委員の活動紹介

4面	� 立川市の歴史と文化財・「立川村十二
景」を描いた馬場吉蔵と寄贈された
衝立「春秋花鳥図」

立川市教育だより

私
は
立
川
市
立
の
小
学
校
二
校
、
中
学
校
三
校
で
校
長
を
経
験
し

ま
し
た
。
は
じ
め
は
当
時
二
学
期
制
だ
っ
た
上
砂
川
小
学
校
、
二
校

目
は
小
学
校
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー
の
会
場
校
の
第
八
小
学
校
で
、
大

い
に
科
学
を
学
び
、
そ
の
後
、
立
川
第
六
中
学
校
の
校
長
に
な
り
ま

し
た
。
第
八
小
学
校
と
立
川
第
六
中
学
校
の
両
校
で
私
か
ら
卒
業
証

書
を
受
け
取
っ
た
生
徒
が
い
て
、
不
思
議
な
縁
を
感
じ
た
も
の
で
す
。

立
川
第
二
中
学
校
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

思
う
よ
う
に
行
事
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
心
残
り
で
し
た
。
令
和

七
年
三
月
末
ま
で
は
立
川
第
一
中
学
校
の
校
長
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
し
て
本
年
四
月
、
再
び
教
育
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
の
仕
事
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
な
じ
み
が
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
授
業
で
『
教
育
委
員
会
は
、
市
民
が
生
涯

に
わ
た
っ
て
豊
か
な
人
生
を
送
る
う
え
で
の
応
援
団
』
と
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
市
の
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校

教
育
に
直
接
係
わ
る
5
つ
の
課
と
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
、
図
書

館
が
、
日
々
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
お
り
、
そ
の
ま
と
め
役
を
仰

せ
つ
か
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
向
か
う
中
で
責
任
の
重
さ
を
実
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
校
長
と
し
て
の
経
験
に
留と

ど

ま
る
こ
と
な
く
、
立
川
市
の

学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
充
実
に
努
め
、
誰
も
が
出で

あ逢
い
を
喜
び
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
人
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
７
年
５
月
８
日（
木
）午
前
中
、
立
川
市
立
第
三
小
学
校
内
に

不
審
者
の
侵
入
が
あ
り
、
教
職
員
５
人
が
怪け

が我
を
負
い
ま
し
た
が
、

児
童
に
怪
我
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

立
川
市
教
育
委
員
会
は
、
学
校
と
連
携
し
、
心
理
士
の
派
遣
等
に

よ
る
支
援
お
よ
び
学
校
内
へ
の
不
法
侵
入
防
止
に
取
り
組
み
、
学
校

生
活
に
お
け
る
安
全
安
心
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

立
川
市
教
育
委
員
会
　
教
育
長
　
飯
田
　
芳
男

教
育
長
に

　
就
任
し
て

立
川
市
立
第
三
小
学
校
の
不
審
者
対
応
に
つ
い
て

令和
7年度
教育に関する主な取組を
紹介します

飯田　芳男

た
っ
ち
は
今
号
が
最
終
号
と
な
り
ま
す
。
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学
校
教
育
の
充
実

●
学
力
向
上
の
推
進

　

地
域
人
材
に
よ
る
放
課
後
等
の

補
習
教
室
の
実
施
や
、「
立
川
市
民

科
」
等
の
地
域
に
根
差
し
た
探
究
的

な
学
習
を
通
し
て
、
基
礎
的
・
基
本

的
な
学
力
の
定
着
や
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
の
育
成
に
取
り
組

み
ま
す
。
外
国
語
指
導
助
手
派
遣
事

業
に
よ
る
英
語
授
業
の
さ
ら
な
る
充

教
育
に
関
す
る
主
要
な
事
業

支
援
を
通
じ
て
、
教
育
環
境
を
整
備

し
ま
す
。

●
小
学
校
水
泳
指
導
業
務

　

民
間
等
屋
内
プ
ー
ル
施
設
を
活
用

し
た
小
学
校
水
泳
授
業
を
前
年
度
ま

で
の
3
校
に
加
え
、
第
六
小
学
校
、

西
砂
小
学
校
、
上
砂
川
小
学
校
の
3

校
で
新
た
に
導
入
す
る
と
と
も
に
、

対
象
校
の
さ
ら
な
る
拡
大
に
向
け
た

検
討
を
進
め
ま
す
。

●
地
域
学
校
連
携
事
業

　

中
学
校
部
活
動
に
つ
い
て
、
生
徒

の
主
体
的
な
取
組
支
援
を
一
層
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
教
員
の
負
担
軽

減
に
つ
な
げ
る
た
め
、
引
き
続
き
地

域
連
携
・
地
域
移
行
に
向
け
、
試
行

的
な
取
組
を
進
め
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
の
推
進

●
自
閉
症
・
情
緒
障
害
特
別
支
援
学

級
の
開
設
準
備

　

令
和
8
年
4
月
の
学
級
開
設
に
向

け
、
市
内
小
学
校
で
は
3
校
目
の
第

六
小
学
校
と
、
市
内
中
学
校
で
は
初

め
て
と
な
る
第
四
中
学
校
に
、
自
閉

症
・
情
緒
障
害
特
別
支
援
学
級
を
整

備
し
ま
す
。

学
校
教
育
環
境
の
充
実

●
学
校
I
C
T
の
推
進

　

教
育
の
質
の
向
上
と
あ
わ
せ
て
教

で
安
心
な
学
校
給
食
を
提
供
す
る
ほ

か
、
地
元
農
産
物
の
積
極
的
な
使
用

を
含
め
た
食
育
の
充
実
に
取
り
組
み

ま
す
。

教
育
行
政
の
推
進

●
学
校
施
設
環
境
の
維
持

　

第
九
中
学
校
の
中
規
模
改
修
工

事
を
は
じ
め
、
新
生
小
学
校
、
第

四
中
学
校
の
照
明
設
備
改
修
工
事

（
L
E
D
化
）、
柏
小
学
校
の
屋
上
お

よ
び
外
壁
改
修
工
事
等
を
実
施
し
ま

す
。
可
動
式
の
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

を
確
保
し
、
教
室
等
の
暑
さ
対
策
に

取
り
組
み
ま
す
。

生
涯
学
習
社
会
の
実
現

●
地
域
学
習
館
・
学
習
等
供
用
施
設

管
理
運
営

　

利
用
者
の
予
約
手
続
き
お
よ
び
使

用
料
の
支
払
い
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
可

能
と
す
る
た
め
、
施
設
予
約
シ
ス
テ

ム
を
更
改
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
ぶ
し

会
館
の
中
規
模
改
修
工
事
を
行
い
ま

す
。

●
砂
川
学
習
館
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
機
能
複
合
施
設
整
備
事
業

　

砂
川
学
習
館
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
複
合
施
設
の
令
和
7
年
度
中
の
供

用
開
始
を
目
指
し
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
文
化
財
保
護
事
業

　

文
化
財
を
適
切
に
保
存
・
保
護
す

る
た
め
、
文
化
財
保
護
に
要
す
る
費

用
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

●
中
央
図
書
館
等
管
理
運
営

　

幸
図
書
館
の
中
規
模
改
修
工
事
や

中
央
図
書
館
の
照
明
設
備
改
修
工
事

（
L
E
D
化
）を
実
施
し
、
利
用
者
に

快
適
な
利
用
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

●
図
書
館
資
料
等
宅
配
事
業

　

令
和
6
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

妊
産
婦
向
け
図
書
館
資
料
等
宅
配
事

業
を
、
利
用
状
況
を
検
証
し
な
が
ら

安
定
的
に
運
営
し
、
図
書
館
利
用
が

困
難
な
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し

ま
す
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

推
進

●
第
二
小
学
校
等
複
合
施
設
整
備
事

業
お
よ
び
第
五
中
学
校
建
替
事
業

　

第
二
小
学
校
・
高
松
児
童
館
・
曙

学
童
保
育
所
複
合
施
設
の
整
備
に
か

か
る
新
校
舎
と
新
体
育
館
の
基
本
設

計
お
よ
び
実
施
設
計
、
仮
設
校
舎
の

設
計
お
よ
び
建
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

第
五
中
学
校
の
建
替
え
に
か
か
る
設

計
事
業
者
の
公
募
お
よ
び
選
定
等
を

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
行
い
、
事
業

者
決
定
後
、
事
前
調
査
や
基
本
設
計

に
着
手
し
ま
す
。

教
育
に
関
係
す
る
各
計
画
の

策
定

●
第
4
次
学
校
教
育
振
興
基
本
計
画

策
定

●
第
4
次
特
別
支
援
教
育
実
施
計
画

策
定

●
第
7
次
生
涯
学
習
推
進
計
画
策
定

●
第
4
次
図
書
館
基
本
計
画
お
よ
び

第
5
次
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

策
定

職
員
の
効
率
的
な
働
き
方
を
実
現
す

る
た
め
、
教
育
情
報
シ
ス
テ
ム（
学

習
系
シ
ス
テ
ム
・
校
務
系
シ
ス
テ

ム
）お
よ
び
そ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
設
備
を
更
改
し
ま
す
。

●
児
童
・
生
徒
の
安
全
安
心
事
務

　

通
学
路
に
設
置
し
た
防
犯
カ
メ
ラ

を
計
画
的
に
更
新
す
る
と
と
も
に
、

見
守
り
を
目
的
と
し
て
低
学
年
児
童

向
け
G
P
S
端
末
の
購
入
助
成
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

●
寄
附
金
を
活
用
し
た
学
校
備
品
の

充
実

　

令
和
6
年
度
に
事
業
者
か
ら
申
し

出
が
あ
っ
た
指
定
寄
附
金
を
活
用
し
、

部
活
動
等
に
使
用
す
る
楽
器
を
購
入

し
ま
す
。

学
校
給
食
の
提
供
と
食
育
の

充
実

●
学
校
給
食
費
の
無
償
化

　

市
立
小
中
学
校
に
通
う
児
童
・
生

徒
の
学
校
給
食
費
を
無
償
化
し
、
保

護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
な
ど
の
理
由

か
ら
、
自
宅
か
ら
弁
当
を
持
参
し
喫

食
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

に
対
す
る
補
助
を
実
施
し
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
な
給
食
の
提
供

　

市
立
小
中
学
校
に
通
う
児
童
・
生

徒
へ
2
つ
の
共
同
調
理
場
か
ら
安
全

実
や
、
体
験
型
英
語
学
習
施
設
で
の

体
験
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
日
々
の

英
語
学
習
に
お
け
る
学
習
意
欲
の
向

上
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
不
登
校
・
い
じ
め
対
策

　

い
じ
め
の
未
然
防
止
に
向
け
、
弁

護
士
等
の
外
部
人
材
の
活
用
に
よ
る

い
じ
め
防
止
授
業
を
継
続
的
に
実
施

し
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

等
に
よ
る
支
援
体
制
を
よ
り
効
果
的

に
機
能
さ
せ
る
と
と
も
に
、
心
理
調

査
分
析
や
ア
ン
ケ
ー
ト
も
活
用
し
、

い
じ
め
や
不
登
校
等
へ
の
対
応
、
児

童
・
生
徒
の
心
の
ケ
ア
等
に
取
り
組

み
ま
す
。

●
教
育
事
業
事
務

　

学
校
支
援
員
を
小
中
学
校
に
配
置

す
る
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
等

に
よ
る
支
援
体
制
の
構
築
な
ど
、
学

校
や
学
級
の
運
営
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な

令和7年度

問
教
育
総
務
課
庶
務
係
・
内
線
2
4
6
4
、
2
4
6
5

市の予算全体の約16.1％
が充てられている教育費。
その内訳を紹介します。

教育費総額
144億4,083万円

83.9％

16.1％

立川市の一般会計予算額
897億5,000万円

2
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自閉症・情緒障害特別支援学級への
就学相談・転学相談を行っています

　令和７年１月から４月までの教育委員の活動は下表の通りです。

教育委員の活動を紹介します

問教育総務課庶務係・内線2465

学校訪問（新生小学校）の様子

第３回総合教育会議の様子

　令和８年４月から小学校へ入学するお子さんを対象に、

就学時健康診断を10月23日㈭～11月27日㈭に順次各校で

行います（いずれの学校も午後実施予定）。

　対象の方には10月上旬に通知書と保健調査票などを送

付し、お住まいの通学区域によって決まる学区指定校を受

診会場としてお知らせしますので、通知書等をご確認の上、

指定された学校の会場へお越しください。

　なお、６月10日時点での日程は、下記のとおりですが、

会場の都合等で急きょ変更する場合があります。10月上旬

送付の通知書に記載された日程をご確認ください。

就学時健康診断の通知書発送は、
10月上旬を予定しています

活動実績（令和７年１月～４月）
 １ 月 ９ 日㈭ 第１回教育委員会定例会

 １ 月 21 日㈫ 学校訪問（第三小学校）

 １ 月 23 日㈭
第２回教育委員会定例会

第３回総合教育会議

 １ 月 25 日㈯ 立川教育フォーラム

 ２ 月 10 日㈪ 第３回教育委員会定例会

 ２ 月 12 日㈬ 学校訪問（新生小学校）

 ２ 月 25 日㈫ 第４回教育委員会定例会

 ２ 月 28 日㈮ 東京都市町村教育委員会
連合会研修会

 ３ 月 ７ 日㈮ 第５回教育委員会定例会

 ３ 月 20 日（木・祝） 第七中学校新体育館落成
式典

 ３ 月 25 日㈫ 第６回教育委員会定例会

 ４ 月 11 日㈮ 第７回教育委員会定例会

 ４ 月 25 日㈮ 第８回教育委員会定例会

立川市では教員の働き方改革の一環として、夏季休業期間中、市立全小中

学校に「学校閉庁日」を設定します。ご理解とご協力をよろしくお願いしま

す。

なお、児童・生徒の生命に関すること等、緊急の事態が起きた場合は、立

川市役所の代表電話☎（523）2111へご連絡ください。

学校閉庁日のお知らせ

８月8日㈮〜１5日㈮学校閉庁日

問教育総務課庶務係・内線2465

※上記日程と異なる場合は、学校からのお知らせ等でご確認願います。

就学時健康診断日程表（令和８年４月入学予定児童対象）
会場（学区指定校） 日付 学校所在地

第一小学校 10月24日㈮ 　
就
学
時
健
康
診
断
は
午
後
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
各
学
校
で
の
受
付
開
始
時
間
は
未
定
で
す
。

　
10
月
上
旬
送
付
の
通
知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

柴崎町2-20-3

第二小学校 11月12日㈬ 曙町3-23-1

第三小学校 11月27日㈭ 錦町3-4-1

第四小学校 11月18日㈫ 富士見町4-4-1

第五小学校 11月14日㈮ 高松町1-12-25

第六小学校 10月23日㈭ 羽衣町2-29-22

第七小学校 10月29日㈬ 錦町5-6-43

第八小学校 11月21日㈮ 幸町2-1-1

第九小学校 11月26日㈬ 上砂町2-18-1

第十小学校 10月31日㈮ 柏町1-31-1

西砂小学校 11月27日㈭ 西砂町2-34-2

南砂小学校 11月19日㈬ 栄町2-2-1

幸小学校 11月 4 日㈫ 幸町5-68-1

松中小学校 11月 6 日㈭ 一番町5-8-5

大山小学校 10月30日㈭ 上砂町1-5-33

柏小学校 10月28日㈫ 柏町4-8-4

上砂川小学校 11月20日㈭ 上砂町5-12-2

新生小学校 11月13日㈭ 富士見町6-69-1

若葉台小学校 11月13日㈭ 若葉町1-13-1

問学務課学校保健係・内線2515

「自閉症・情緒障害特別支援学級」は、知的な遅れがなく、自閉症や情緒障害に類する特性（言葉によるやり

とりや他人と関わりを持ちながら生活を送ることの困難さ）がある児童・生徒が対象の特別支援学級です。「自閉

症・情緒障害特別支援学級」への入級を希望する方の「就学相談」・「転学相談」を行っています。令和８年４月

に市立小中学校に入学する新１年生は「就学相談」、市立小中学校に在籍している児童・生徒は「転学相談」を

お申し込みください。

「自閉症・情緒障害特別支援学級」への「就学相談」・「転学相談」の申し込み期限は、令和７年９月30日㈫で

す。早めにお申し込みください。

右記２次元コード、または市

ホームページからお申し込み

ください。

　現在、新規学級の開設に向けて教室環境を整えるため、第六小

学校と第四中学校で工事を行っています。工事期間中、騒音など

でご迷惑をおかけいたしますが、学校の活動や近隣に影響がない

ように進めていきますので、ご理解ご協力をお願いします。
問教育支援課就学相談係☎（527）6171
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写真１：馬場吉蔵肖像
（写真：衝立寄贈者所蔵）

写真２： 「立川村十二景」（個人所蔵、当館寄託）
より「立川駅前砂川街道」の東屋

写真３：寄贈された衝立と画号・落款印

 「
立
川
村
十
二
景
」
を
描
い
た
馬ば

ば場
吉

き

ち

ぞ

う蔵
と

寄
贈
さ
れ
た
衝

つ

い

た

て立
「
春
秋
花
鳥
図
」

57

皆
さ
ま
は
「
文
化
財
」
と
聞
か
れ
て
ど
の
よ

う
な
印
象
を
持
た
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
と
て
も

古
く
て
お
堅
い
、
骨こ

っ
と
う董

の
よ
う
な
も
の
? 

い

え
い
え
、
も
っ
と
身
近
で
面
白
く
、
魅
力
的
な

も
の
で
す
。
立
川
市
の
指
定
文
化
財
は
数
多
く

あ
り
ま
す
が
、
今
現
在
、
絵
画
作
品
は
「
立
川

村
十
二
景
」
の
み
で
す
。
今
回
は
こ
の
「
立
川

村
十
二
景
」
と
そ
の
作
者
・
馬
場
吉
蔵
、
そ
し

て
新
た
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
資
料
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

馬
場
吉
蔵（
明
治
30〔
1
8
9
7
〕年
3
月
14

日
―
昭
和
49〔
1
9
7
4
〕年
5
月
25
日
）（
写
真

1
）は
立
川
村
下
和
田（
現
在
の
錦
町
5
丁
目
付

近
）に
父
・
甚
兵
衛
、
母
・
ヨよ

ね子
の
間
に
次
男

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
馬
場
家
は
初
め
、
煙

草
の
製
造
・
販
売
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、

明
治
22（
1
8
8
9
）年
に
甲
武
鉄
道（
現
在
の

JR
中
央
線
）が
開
通
す
る
と
、
立
川
駅
前
に
移

転
し
、
旅
館
「
東あ

づ
ま
や屋

」（
後
の
「
東
雲
閣
」）を

開
業
し
ま
し
た
。
画
才
の
あ
っ
た
吉
蔵
は
明
治

大
学
商
学
部
で
学
業
に
励
み
な
が
ら
、
日
本
画

家
・
佐さ

竹た
け

永え
い

陵り
ょ
う

に
師
事
し
、
日
本
画
を
学
び
ま

し
た
。
長
兄
・
福
太
郎
が
早
世
す
る
と
、
大
学

を
中
退
し
て
家
業
を
継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

あ
く
ま
で
旅
館
業
・
骨
董
業
を
生
業
と
し
て
、

一
人
の
郷
土
画
家
と
し
て
画
業
に
励
み
ま
し
た
。

東
屋
は
、
吉
蔵
が
描
い
た
「
立
川
村
十
二
景
」

の
「
明
治
三
十
六
年
時
代 

立
川
駅
前
砂
川
街

道
」（
写
真
2
）に
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
立
川

駅
か
ら
北
に
延
び
る
街
道（
現
在
の
北
口
大
通

り
）を
描
い
た
も
の
で
、
現
在
で
こ
そ
駅
前
北

口
大
通
り
は
車
や
人
々
の
往
来
が
激
し
い
所
で

す
が
、
こ
の
絵
が
描
か
れ
た
頃
は
そ
こ
ま
で
の

賑に
ぎ

わ
い
は
な
く
、
添
え
書
き
に
よ
れ
ば
「
道
路

と
で
ハ
小

（
子
）

供
が
石
け
り
遊
び
な
ど
し
て
遊
ん
で

居
た
程
で
道
を
通
る
人
も
ま
ば
ら
で
」
と
あ
り

ま
す
。
絵
の
な
か
に
は
雨
の
中
お
ど
け
て
走
る

子
ど
も
た
ち
の
姿
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

吉
蔵
は
師
で
あ
る
佐
竹
永
陵
か
ら
一
字
を
も

ら
い
「
恒こ

う

陵り
ょ
う

」
と
号
し
ま
し
た
。「
立
川
村
十
二

景
」
は
す
べ
て
画
号
「
恒
陵
」
で
描
か
れ
て
い

ま
す
が
、
戦
後
に
な
り
「
永え

い

芳ほ
う

」
と
号
し
ま
し

た
。
子
息
・
啓さ

と
る

氏
に
よ
れ
ば
、
吉
蔵
は
戦
後
の

状
況
を
憂
い
て
「
恒・
陵・
は
荒
涼
に
通
じ
、
語ご

ろ呂

が
悪
い
と
考
え
て
い
た
」（
三
田
鶴
吉
「
馬
場
吉

蔵
氏
を
語
る
」〔『
日
野
の
渡
し
』
所
収
〕）と
い

い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
資
料
は

大
型
の
衝
立
「
春
秋
花
鳥
図
」（
写
真
3
）で

す
。
描
か
れ
て
い
る
題
材
は
、
秋
が
白
菊
と
錦き

ん

鶏け
い

、
春
は
春
蘭
と
千
島
笹
で
し
ょ
う
か
。
画
号

は
「
永
芳
」、
落ら

っ
か
ん款

印
に
は
「
錦
谿
」
と
見
え
、

昭
和
40（
1
9
6
5
）年
ご
ろ
の
作
品
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
吉
蔵
の
孫
に
あ
た
る
こ

の
資
料
の
寄
贈
者
は
、
と
て
も
優
し
く
穏
や
か

な
身
近
な
お
祖じ

い父
さ
ん
で
、
煙き

せ
る管

を
吹
か
し
な

が
ら
も
っ
ぱ
ら
絵
を
描
い
て
い
た
姿
が
と
て
も

印
象
的
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
企
画
展
「
新
収
蔵
品

展
」
を
8
月
31
日（
日
）ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

立
川
市
教
育
だ
よ
り

 「
た
っ
ち
」
最
終
号
の
お
知
ら
せ

立
川
市
教
育
だ
よ
り
「
た
っ
ち
」

は
、
こ
の
た
び
、
市
政
情
報
に
お
け

る
広
報
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
中
で
、

第
57
号
を
も
ち
ま
し
て
、
最
終
号
と

な
り
ま
し
た
。

平
成
15（
2
0
0
3
）年
の
創
刊
以

来
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

ま
た
、
多
く
の
方
々
に
ご
愛
読
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
毎
月
２
回
、
10
日
と

25
日
に
発
行
し
て
い
る
「
広
報
た
ち

か
わ
」
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
、

教
育
に
関
す
る
情
報
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
、
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
ご
愛
顧
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

立
川
市
教
育
委
員
会

ご
紹
介
し
た
衝
立
の
ほ
か
、
掛
け
軸
二
幅
、
市

指
定
有
形
文
化
財
「
立
川
村
十
二
景
」
の
「
立

川
駅
前
砂
川
街
道
」、
旅
館
「
東
雲
閣
」
で
使

用
さ
れ
て
い
た
お
椀わ

ん

な
ど
も
併
せ
て
展
示
し
ま

す
。
文
化
財
や
当
館
収
蔵
資
料
の
魅
力
を
発
見

し
に
、
資
料
館
へ
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
?

創
刊
と
と
も
に
20
年
以
上
連
載
が
続
く
こ
の

コ
ラ
ム
も
最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。
執
筆
に
あ

た
り
、
資
料
や
情
報
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た

方
々
に
、
こ
の
場
を
か
り
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
歴
史
民
俗
資
料
館（
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ

ー
文
化
財
係
）☎（
5
2
5
）0
8
6
0


